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延焼の恐れのあるライン
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床：150角磁器質タイル貼り　一部防汚陶板 床：150角磁器質タイル貼り
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（機械設備工事）
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トイレ棟　平面詳細図　　　Ｓ＝1：３０
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１：３０工　事　名　道後温泉本館東側広場便所新築主体その他工事
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北立面図　　　１：５０
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下部：ガラスブロック窓
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東立面図　　　１：５０

屋根：ア0.4フッ素カラーガルバリウム鋼板　瓦棒葺　4.5寸勾配

屋根：ア0.4フッ素カラーガルバリウム鋼板　瓦棒葺　4.5寸勾配

ルーバースクリーン

南立面図　　　１：５０
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屋根：ア0.4フッ素カラーガルバリウム鋼板　瓦棒葺　4.5寸勾配

屋根：ア0.4フッ素カラーガルバリウム鋼板　瓦棒葺　4.5寸勾配

屋根：ア0.4フッ素カラーガルバリウム鋼板　瓦棒葺　4.5寸勾配

ルーバースクリーン

ルーバースクリーン

西立面図　　　１：５０
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屋根：ア0.4フッ素カラーガルバリウム鋼板　瓦棒葺　4.5寸勾配

屋根：ア0.4フッ素カラーガルバリウム鋼板　瓦棒葺　4.5寸勾配

軒樋

軒樋

アルミ製防火ダンパー付ガラリ
（φ150用）

アルミ製ガラリ（φ150用）

外壁：ア18板縦羽目貼り　不燃処理の上不燃保護合成着色塗料塗り

外壁：ア18板縦羽目貼り　不燃処理の上不燃保護合成着色塗料塗り

外壁：ア18板縦羽目貼り　不燃処理の上不燃保護合成着色塗料塗り

ピクトグラフ ピクトグラフ ピクトグラフ

ピクトグラフ

ピクトグラフ

内倒し窓

外壁：ア18板縦羽目貼り　不燃保護合成着色塗料塗り

外壁：ア18板縦羽目貼り　不燃保護合成着色塗料塗り

縦羽目板：普通木材使用範囲
縦羽目板：不燃木材使用

縦羽目板：普通木材使用範囲 縦羽目板：不燃木材使用範囲縦羽目板：不燃木材使用範囲

TEL:089-921-5151　FAX:089-934-3415

松山市道後湯之町４－３０〒790-0842

松山市　産業経済部　道後温泉事務所 　　
１：５０
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Ｙ2～Ｙ3　断面詳細図　　　　Ｓ＝1：30

　　

壁：ア12杉板貼り

ＧＬ＝ＦＬ

棟木天

軒天
（機械設備工事）
ハイタンク

コンクリートの上モルタル塗り

腰壁：200角タイル貼り

女子便所 倉庫男子便所

@400

軒裏

ケイ酸カルシウム板　ア12の上EP仕上げ

見切り40×55 25（配管バックのある
　　　　　　個所は10）

（増打ち）

床：150角磁器質タイル貼り

湧水ﾋﾟｯﾄ300角
Ｈ＝300

配管ﾋﾟｯﾄ 配管ﾋﾟｯﾄ

湧水ﾋﾟｯﾄ300角
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壁：ア12.5石膏ボード貼り
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垂木掛け　45×90

アルミ製ガラリ
150φ用

鼻隠し　25×125

化粧垂木　45×45＠400

出し桁　90×120

腕木　90×120＠2250

点検口600角

排水溝Ｗ150

SUSパンチングプレート加工

アングル枠共 点検口600角

排水溝Ｗ150
SUSパンチングプレート加工
アングル枠共

Ｘ2～Ｘ4　断面詳細図　　　　Ｓ＝1：30
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多目的便所
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点検口600角

配管ﾋﾟｯﾄ 配管ﾋﾟｯﾄ
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鼻隠し　30×125

軒樋

ヒノキ　25*15*1900
耐候性塗装

木ねじ

広場側

六角穴付　M4

ＣＴ鋼　100*50

トイレ側

木ルーバー取付詳細図　　　　Ｓ＝1：5 木ルーバー断面詳細図　　　　Ｓ＝1：5

木ルーバー　ヒノキ　50*42*1500
耐候性塗装

木ルーバー　ヒノキ　50*42*1500
耐候性塗装

ＣＴ鋼　100*50

六角穴付　M4

木ルーバー

ヒノキ50*42*1600
耐候性塗装

ヒノキ　25*15*1900
耐候性塗装

321

3-3　断面図2-2　断面図1-1　断面図

M4

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

アンカー　φ16*400

ベースプレート t=10

ヒノキ 25*15*1900

耐候性塗装

木ルーバー立面図(広場側)　　Ｓ＝1：30

ハイタンク

（機械設備工事）

（機械設備工事）

屋根：ア0.4フッ素カラーガルバリウム鋼板　瓦棒葺（心木あり）4.5寸勾配
アスファルトルーフィング　940
野地板：耐水合板 ア12

化粧野地板：ア12杉板

垂木：45×105＠400

屋根：ア0.4フッ素カラーガルバリウム鋼板　瓦棒葺（心木あり）　4.5寸勾配
アスファルトルーフィング　940
野地板：耐水合板 ア12

化粧野地板：ア12杉板

垂木：45×105＠400
棟包：ア0.4フッ素カラーガルバリウム鋼板
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壁：ア12杉板貼り
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木材保護着色塗料塗り
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■外壁

外部側

ア18板縦羽目貼り　不燃処理の上不燃保護合成着色塗料塗り

ア12　防火サイディング
アスファルトフェルト17kg
横胴縁：40×45　木下地部　（25×45　コンクリート下地部）
見切縁：木下地　ア0.4ガルバリウム鋼板

内部側（木下地部）

ア12杉板貼り木材保護着色塗料塗り

横胴縁：18×45

グラスウール　ア75充填（延焼ラインのかかる部分）

■外壁

トイレ棟GL=FL=44.70

※床タイルの仕上げ厚50は、排水溝際の水下の厚みとする。

床水勾配1/100を確保すること。

※屋外に面する木材（見切り縁、外壁、母屋、桁等）の

　延焼の恐れのある部分は、不燃処理の上、不燃保護合成

　着色塗料塗りを施すこと。　（但し、木ルーバーは除く）

1 2 3

グラスウール　ア75充填（延焼ラインのかかる部分）

横胴縁：40×45　木下地部（25×45　コンクリート下地部）

ア18板縦羽目貼り　不燃処理の上不燃保護合成着色塗料塗り

横胴縁：18×45

ア12杉板貼り木材保護着色塗料塗り

内部側（木下地部）

見切縁：木下地　ア0.4フッ素カラーガルバリウム鋼板

アスファルトフェルト17kg
ア12　防火サイディング
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松山市　産業経済部　道後温泉事務所
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松山市　産業経済部　道後温泉事務所 　　
工　事　名　道後温泉本館東側広場便所新築主体その他工事

図　名　展開図
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床：150角磁器質タイル貼り　一部防汚陶板
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腰：200角タイル貼り

床：150角磁器質タイル貼り
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腰：200角タイル貼り

床：150角磁器質タイル貼り

ア12.5　石膏ボード貼り
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棚
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アルミ製ガラリ
150φ用

ハイタンク （機械設備工事）（機械設備工事）

鏡

ハイタンク （機械設備工事）ハイタンク
（機械設備工事）

アルミ製ガラリ
150φ用

（機械設備工事）

アルミ製ガラリ
150φ用

（機械設備工事）
ハイタンク
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ハイタンク （機械設備工事）

（機械設備工事）

上部：ア12　杉板貼り　木材保護着色塗料塗り

ア12　杉板貼り　木材保護着色塗料塗り　（化粧野地板現わし）

上部：ア12　杉板貼り　木材保護着色塗料塗り

ア12　杉板貼り　木材保護着色塗料塗り　（化粧野地板現わし）

上部：ア12　杉板貼り　木材保護着色塗料塗り

ア12　杉板貼り　木材保護着色塗料塗り　（化粧野地板現わし）

ア12　杉板貼り　木材保護着色塗料塗り　（化粧野地板現わし）

コンクリート打放し腰

モルタルコテ押え

開閉オペレーター（「換気」表示）

開閉オペレーター（「換気」表示）

開閉オペレーター（「換気」表示）塩ビ製見切り縁 塩ビ製見切り縁
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塩ビ製見切り縁

棚板Ｗ210（合板ｔ18、ブラケット共）

2650

4500

1850

13604500

1850 2650

1
18
0

1
9
5
0

2
7
15

1
9
5
0

1360

2
7
15

3
00

4
0

2
5
00

2
5
5
0

5
0

2650

13501350

20
0
0

2
00

20
0
0

8
2
5

2650 27002700

13501350

8
0
0

2
5
5
0

1
3
50

1
20
0

4
0

4
0

19
0
0

1850

4500

2650

10
0
0

4
0

2
00
0

2
00
0

8
5
0

7
5
0

28404500

1850 2650

7
5
0
1
0
019
0
0

1
8
4
0

3
6
0

4190

28401350

1
2
0
0

25
5
0

1
3
5
0

40
4
0

1
8
4
0

19
0
0

3
6
0

13
9
01
90
0

4
0

1
2
0
0

1850

4500

2650

2
7
65

1
7
0
03
5
0

10
0

7
5
0

3
0
0

8
5
0

2
0
0
0

2500

7
5
0

2
0
0
0

1
90
0

1
8
4
0

3
6
0

2650

4500

1850

3850

2500 1350

3
6
0

1
8
4
0

1
90
0

2
7
65

3
0
0

40

1
3
5
0

2
55
0 4
0

1
2
0
0



4
50

0

1
8
50

2
65

0

9400

2500 2700 2840 1360

1350 1350

木　　造

鉄筋コンクリート造ベタ基礎

地上平屋建

在来軸組工法

8.08 ％

8.08 ％

新築工事

公衆便所

*

523.40 m2（158.6坪）

商業地域

準防火地域

―

―

　８０ ％

４００ ％

軒　裏 外　壁軒先・ケラバ・樋屋　根 巾　木

立上り：モルタル塗り

アスファルトフェルト17ｋｇ

横胴縁：40×45＠450木下地部

　　　（25×45＠450コンクリート下地部）

木軸

告示対象外

告示対象外

告示対象外

木軸

木軸

告示対象外

告示対象外

告示対象外

告示対象外

告示対象外

告示対象外

告示対象外

告示対象外

告示対象外

コンクリート

コンクリート

コンクリート

木軸

告示対象外

告示対象外

告示対象外

告示対象外

告示対象外

規制対象外

告示対象外

告示対象外

規制対象外

規制対象外

２００角タイル貼り

２００角タイル貼り

２００角タイル貼り

仕上

下地

仕上

下地

仕上

下地

多目的便所

男子便所

女子便所

コンクリート

コンクリート

コンクリート

告示対象外

規制対象外

告示対象外

規制対象外

告示対象外

規制対象外

仕上

下地 コンクリート

１50角磁器質タイル貼り　一部防汚陶板

１50角磁器質タイル貼り

１5０角磁器質タイル貼り 告示対象外

告示対象外

告示対象外

告示対象外

木軸

木軸 木軸

ｱ１２.5石こうボード

木軸

コンクリート打放し

ｱ１２杉板貼り　木材保護着色塗料塗り

ｱ１２杉板貼り　木材保護着色塗料塗り

ｱ１２杉板貼り　木材保護着色塗料塗り

ｱ１２杉板貼り　木材保護着色塗料塗り（化粧野地板現わし）

外部建具

アルミ製建具

アスファルトルーフィング　９４０

化粧野地板：ｱ１２杉板

野地板：ｱ１２耐水合板

化粧垂木：45＊１０５＠400

ケイ酸カルシウム板（NM-8576）　ア12　の上EP仕上げ

設計概要

１.工事名称

工事名称

建設地

主要用途

工事種別

２．敷地状況

敷地面積

用途地域

防火地域

日影規制

宅造区域

工期

道路幅員

接道長さ

基準建蔽率

基準容積率

高度地区

３.構造･規模

構造形式

基　　礎

構　　造

階　　数

建築面積

延床面積

施工面積

容積率

建蔽率

４.面 積 等

最 高 高 さ

最 高 軒 高

５.各階床面積

階　数

１　階

計

容積対象部分 容積対象外部分 合　計

室　　名 床

建材種別

ホルムアルデヒド 巾　　木 腰 ホルムアルデヒド

建材種別

壁 ホルムアルデヒド

建材種別

天　　井 ホルムアルデヒド

建材種別

備　　考

内部仕上表

外部仕上表

Ｙ１

Ｙ３

Ｙ２

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5 Ｘ6

1

求積図

1 9.40 × 4.50 ＝ 42.30 42.30

建　築　面　積

床　面　積 1

1 m2

m2

42.30

42.30

　　　　
2．特記仕様

（3）特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（4）特記事項に記載の（別　　　）は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（6）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

（5）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

（2）特記事項は、　　印の付いたものを適用する。

　　　　　印と　　印の付いた場合は、共に適用する。

　　　　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・

・
・

※

11

一
般

共

通

事

項

適用基準等1

2 工事実績情報の登録

建築材料等7

化学物質を放散する

建築材料等

8

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　平成13年版）

※適用する

の限りではない。

に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこ

たすものとする。

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

　（3）安定的な供給が可能であること

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（4）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

JIS及びJASマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有

するものとし、次の1）から5）を満たすものとする。

　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアル

　　　めて少ないものとする。

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

（1.1.4）

　　　デヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

章 特　　記　　事　　項項　　目

　　　ンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（2）建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

　　（4）旧JASのFco規格品 

　　（3）旧JISのEo規格品

　　（2）建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

　　（1）JIS及びJASのF☆☆☆規格品

　　　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　　　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　（3）下記表示のあるJAS規格品

　　（1）JIS及びJASのＦ☆☆☆☆規格品

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　　什器等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放

　　　散が極めて少ないものとする。

　　第三種

　　規制対象外

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法9

コンクリート工事

ブロック・ALCパネル工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

タイル工事

鉄筋工事

10 技能士

・アスファルト防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

・塗膜防水工事作業　　　　　・シーリング防水工事作業

・石材施工（石張り施工）

・ブロック建築　・ALCパネル施工

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

・型枠施工

・タイル張り

・とび

技能検定の職種適用工事種別

（1.5.2）

木工事 ・建築大工

屋根及びとい工事 ・建築板金（内外装板金作業）

カーテンウォール工事

左官工事

金属工事

建具工事

塗装工事

内装工事

植栽工事

・カーテンウォール施工　・サッシ施工　・ガラス施工

・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・塗装（建築塗装作業）

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業　・表装（壁装作業）

・造園

・左官

※作成する　　　・作成しない完成図等12 （1.7.1～3）（表1.7.1）

　※完成図　　　　　　提出部数　　※各2部　　・　　部（A3版第2原図及び電子媒体

　※施工図　　　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※保全に関する資料　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※施工計画書　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　　　　　　　　　　　提出部数　　※各1部　　・　　部　マイクロフィルム
（CD-R））

・｢営繕工事電子納品要領（案）（平成１４年１１月改訂版）｣による。

※図示　　　・設計ＧＬ＝現状ＧＬ

工事写真

設計ＧＬ

16

15

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

規模及び仕上げの程度は現場説明書による

（2.3.1）

（2.3.1）

（2.3.1）

工事用電力

工事用水

監督職員事務所

3

2

12

仮

設

工

事

1．共通仕様 （1）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房営繕部監修の「公共建築工事標準

　　　仕様書（建築工事編）（平成16年版）」（以下、「標仕」という。）による。
　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　　　難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼ
技能検定の職種適用工事種別

（1.5.2）

建築工事仕様

見切縁：木下地　ｱ０.４フッ素ガルバリウム鋼板

水切・ケラバ金物：ｱ０.４フッ素カラーガルバリウム鋼板

ア12　防火サイディング（防火構造　PC030BE-9201）

整理棚（別途備品）

倉　庫

配管ピット

コンクリートこて仕上げ 止水板、SUSタラップφ19（2段）

ピクトグラフ（SUS150角）、
カガミ、洗面カウンター

ピクトグラフ（SUS150角）、
カガミ、洗面カウンター

ピクトグラフ（SUS150角）、カガミ

排水溝W150（SUSパンチングプレート
加工溝蓋（ノンスリップ）、枠共

排水溝W150（SUSパンチングプレート
加工溝蓋（ノンスリップ）、枠共

鼻隠・破風：ｱ３０桧板　不燃処理の上不燃保護合成着色塗料塗り ｱ１８板縦羽目貼り　不燃処理の上不燃保護合成着色塗料塗り（不燃木材）ｱ０.４フッ素カラーガルバリウム鋼板　瓦棒葺（心木あり）4.5寸勾配

※屋外に面する木材（見切り縁、外壁、母屋、桁等）の延焼の恐れのある部分は不燃処理の上、不燃保護合成着色塗料塗りを施すこと。

　（但し、木ルーバーは除く。）

ｱ１２杉板貼り　木材保護着色塗料塗り（化粧野地板現わし）

ｱ１２杉板貼り　木材保護着色塗料塗り（化粧野地板現わし）

ｱ１２杉板貼り　木材保護着色塗料塗り（化粧野地板現わし）

（地中部Ｌ＝１.０ｍ　ＶＵ８０エルボ共）

備考

造作材

杉板材

木材

杉　上小節材　人工乾燥材又は同等品以上

材料の調達については県産材の採用に努めること

軒樋：ｱ０.４カラーガルバリウム鋼板樋１００）（既製品）

縦樋：ｱ０.４カラーガルバリウム鋼板樋６０Φ（既製品）

　　　塩ビ管接続化粧カバー付、鋼製掴み金物（既製品）＠1200内外

ｱ１８板縦羽目貼り　不燃保護合成着色塗料塗り（普通木材）

※不燃木材使用範囲は平面詳細図、立面図参照のこと。

特１等材　人工乾燥材又は同等品以上

モルタルコテ押え

3.750 m

2.550 m

42.30 m2

42.30 m2

42.30 m2

42.30m2 42.30m2

42.30m2

-

- 42.30m2

12.80坪 12.80坪-

道後温泉本館東側広場 便所新築主体その他工事

松山市道後湯月町甲1656-1外

（準耐火構造 QF045RS-9113）

縮尺

TEL:089-921-5151　FAX:089-934-3415

松山市道後湯之町４－３０〒790-0842

松山市　産業経済部　道後温泉事務所 　　
工　事　名　道後温泉本館東側広場便所新築主体その他工事

図　名　仕上表

NO　SCALE

別紙２（５／５）


